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編 集 後 記 
 

 訃報は突然に訪れた。平成 27 年３月 10 日。卒業式まであと数日という学年度末に、沢

野さん逝去の報が届けられたのである。享年五四。不意打ちのような訃報であった。予期

せぬ事態にうろたえつつも、とるものもとりあえず通夜ご葬儀にかけつけてくれた在学生、

卒業生の姿があったことは、残されたわれわれにとって一掬の慰めとなるものであった。 

4 月に新年度を迎え、10 月の現在、同じフロアにある沢野研究室は主を失ったまま、遺品

が運び出されるのを待っている。 

 沢野さんは推進力の人であった。フィールド・ワークの人であった。エネルギーを発し

つつ走り抜け、われわれにはもうその背中の見えない場所に走り去ってしまった。 

 沢野さんとの出会いは、平成 6 年の春に遡る。沢野さんが本学に講師として着任した年

である。着任するやいなや、持ち前の推進力で、あっという間に、学内 RUN システムを

作りあげてしまった。それは当時、短期大学としては石川県初となる情報ネットワークシ

ステムと言われた。このような、馬力がありエネルギッシュで立ち止まることのない運動

力も沢野さんの一面だと思うが、私の思い出の中の沢野さんは、どこか内気な小学生を思

わせるようなところがあった。それは、自著の新刊が出ると必ず私の研究室にやってきて、

「これ」とだけ言って渡してくれるときなどに見せる表情であった。いつのことだったか、

沢野さんが、若くして事故死した大学時代の友人のことを話してくれたことがある。その

ときにも、一瞬言葉をつまらせた沢野さんの、途方にくれたようにさまよう眼差しに出合っ

たことがある。 

 ベルサイユ宮殿の庭園の池には一匹のカワカマスが飼われていて、それがコイたちを活

発に動き回らせているという。そうしないと、安逸な環境で飼われているコイが怠惰になっ

て太りすぎてしまうからだと伝えられている。沢野さんは本学の、心優しきカワカマスで

あったと思う。今もどこかの池で何かを追いかけているような気がしてならない。 

 本学の紀要である『星稜論苑』44 号を、「故沢野伸浩教授追悼特輯」として発行するに

あたり、追悼文を寄稿いただいた今中哲二先生、後藤真太郎先生に感謝申しあげるととも

に、11 名の研究者による 13 編の原稿を沢野先生のご霊前に捧げ、謹んでご冥福をお祈り

する。 

 

平成 27 年 10 月 
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